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A-FNS試験モジュールとして、中性子束計測モジュール、F82Hの核融合中性子照射下腐食データを取得す
る放射化腐食生成物試験モジュール、トリチウム増殖材・中性子増倍材微小球からのトリチウム放出回収

特性試験モジュール、ブランケット機能材料照射試験モジュールの基本概念を確立した。 
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1. 緒言 

A-FNSでは 8種類の核融合材料照射試験モジュールを用いて照射試験を行う。A-FNS試験モジュールと
して、中性子束計測モジュール（NFMM）、放射化腐食生成物試験モジュール（ACPM）、トリチウム放出
回収特性試験モジュール（TRTM）、ブランケット機能材料照射試験モジュール（BFMTM）に関する基本
概念を検討した。MCNPによる核解析を実施し、試験モジュールの核特性を評価し照射条件等を確立した。 
 

2. 各試験モジュールの要求仕様及び基本概念 

2-1. NFMM: NFMMは各試験モジュール中の中性子束や反応率分布等を計測するモジュールである。ビーム
コミッショニング時に、各試験モジュールと同じ形状の NFMM を用いて実験データを取得する。NFMM
には放射化箔やペレット、熱蛍光線量率計等の検出器を設置する。使用する放射化箔選定を目的として、

東北大 CYRICを用いて d-Li（Ed=40 MeV）中性子場における反応率測定実験を実施し、ドジメトリー断面
積の精度を評価した。 
2-2. ACPM: ACPMは核融合原型炉構造材 F82H配管中に原型炉と同じ条件の高温高圧水（15 MPa、300 ℃
の）を流し、核融合中性子照射条件下での放射化腐食生成物を測定するモジュールである。はじき出し損

傷率 10dpa/fpy、照射時間 3000時間での照射条件で腐食生成物データを取得する。 
2-3. TRTM: TRTMはトリチウム増殖材及び中性子増倍材
微小球からのトリチウム放出及び回収特性をオンライン

測定により実験データを取得する試験モジュールである。

A-FNS 照射場でのトリチウム増殖材及び中性子増倍材か
らのトリチウム生成率分布を計算し（図参照）、設置位置

や照射条件等を確立した。 
2-4. BFMTM: BFMTM はトリチウム増殖材及び中性子増

倍材の核融合中性子照射データを照射後試験により取得

するモジュールである。初期照射データとして、2～3年
の積算照射時間でベリリウムのはじき出し損傷値 2dpa、
ヘリウム生成量 3000appm の照射データを取得する。核
解析により BFMTM中の弾き出し損傷率及びヘリウム生
成率を計算し、基本概念を確立した。 
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図. 核解析で得られた A-FNS 照射場でのトリチウ

ム増殖材からのトリチウム生成率分布. 
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